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1.防犯環境設計とは 

 

防犯環境設計 1 という言葉をご存じだろ

うか。ここでいう「環境」とは地球環境問題

などの「環境」とは異なり、周辺環境あるい

は状況と言い換えられる。つまり、犯罪の起

こる環境や状況に着目し、その設計や改変

によって防犯を目指す考え方である。 

70 年代米国では、犯罪者の内側に犯罪の

原因を求め、その原因の除去によって再犯

を防こうとする従来の方法の限界に批判が

集まった。防犯環境設計は、そのアンチテー

ゼとして登場した「場所に基づく防犯理論」

2のひとつである。従来の方法が、刑務所や

少年院での処遇による事後的対応を目的と

するのに対し、後者は事前の予防を可能に

する点で大きく異なる。着目する対象にも

「人(犯罪者)」か、「環境」かの違いがある。 

わが国において防犯環境設計は多くの防

犯指針の拠り所とされ、一般に以下の 4 つ

の基本原則に整理して説明される。 

1)監視性の確保:通行者や居住者の視線が

注がれること。見通しや照度の確保によ

り、視線が通りやすくなる。 

2)領域性の強化:物理的、心理的障壁により 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

領域を明示すること。環境の適切 

な維持管理も有効とされる。 

3)接近の制御:犯罪企図者が被害対象者

(物)に近づきにくくすること。 

4)被害対象の強化・回避:被害リスクのある

人や物に、犯罪に対する抵抗力をつけた

り、回避させたりすること。 

 

 

2.消防との関わり 

犯罪対策閣僚会議による「犯罪に強い社

会の実現のための行動計画」(2003 年 12 月)

を踏まえ、消防庁は 2005 年 1 月、「放火火

災防止対策戦略プラン」を公表した。このな

かには、地域住民が自ら地域の危険度評価

をするための「あなたの地域の放火火災に

防犯まちづくりから消防への示唆 
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対する危険度のチェックシート」が掲載さ

れており、41 の質問(評価項目)に答えると

5つの中項目(環境要因、敷地・建物への侵

入防止、可燃物等の整理、火災の初期対応、

コミュニティ、住民同士の協力体制)ごとの

得点が求められ、放火に対する地域の危険

度が分かるようになっている。 

評価項目には、路上犯罪や空き巣対策と

も一致するものが多い。「街路灯の設置状況

は、充足されていますか」等の環境要因に関

わる項目だけでなく、「コミュニティ」「住民

同士の協力体制」といった中項目も、防犯ま

ちづくりにおいて極めて重要である。こう

した一致は、放火が犯罪(しかも凶悪犯罪)

であることを考えれば当然かもしれないが、

放火が出火原因の多くを占めることを鑑み

ると、消防と防犯はより協働して対策を講

じていくべきだろう。 

例えば、各住宅の門灯や玄関灯によって

町並みを明るくして犯罪を防こうとする

「一戸一灯運動」は、夜間の路上の安心感を

高めるだけでなく、放火対策としても有効

であろう。この運動は比較的取り組みやす

い地域防犯活動として、いくつかの自治体

で支援制度があり、多くの地域で実施され 

 

ている。 

また、清掃や花づくりなどの美化活動は、

犯罪者の近寄りにくい環境を生むとともに、

住民の美意識を高め、雑然と可燃物が置か

れない地域づくりにもつながる。 

 

 

3.第二世代の防犯環境設計 

 

犯罪者の処遇を通じた防犯の限界を背景

に生まれた防犯環境設計は、米国政府の資

金提供による大規模な調査で、住宅地や商

業地など実際の場所に適用された。しかし、

期待されるほど犯罪と物理的環境との関連

は強くなく、80 年代を通じて衰退すること

となる。 

こうして近年では、物的環境だけでなく

社会環境の改善にも目を向けた、より包括

的な防犯手法が採られるようになってきた。

米国では、従来の防犯環境設計が物理的手

法に偏っていたことへの批判から、社会設

計の考え方を取り入れた「第二世代防犯環

境設計」なる考え方も生まれている。 

提唱者のサビルら 3は、コミュニティを重

視する下記の原則を追加した。 
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・コミュニティの文化の強化:コミュニテ

ィ構成員が、これぞ自分たちのコミュニ

ティだと思えるような催しを積極的に

行うこと。 

・社会的結束力の強化:地域の防犯診断や

ミーティングなどを通じて、コミュニテ

ィ構成員同士の相互交流を生み出し、社

会的紐帯を強化すること。 

・外部集団との連携強化:他のコミュニテ

ィとの連携を強化すること。 

しかし、「第二世代」と改めて言うまでも

なく、わが国では町内会等のコミュニティ

を核とした防犯、防災活動が当然のように

行われてきた。昨年著者が訪れたカリフォ

ルニア州ニューポートビーチ消防署では、

災害直後の自助・共助を目的として、市民の

ための訓練プログラム CERT4 を行っていた

が、彼らが目標に掲げていたのは阪神・淡路

大震災時のコミュニティであった。防犯に

ついても、私たちは従来から行われてきた

コミュニティによる防犯活動(ソフト)を基

盤に、物的環境の改善による防犯(ハード)

にも取り組むのが理想である。 

 

 

4.安全マップづくりのススメ 

 

コミュニティを基盤にハードの防犯まち

づくりを、と言われても何から始めればよ

いかピンと来ないかもしれない。著者は、す

でに多くの小学校で作成されている「安全

マップ」がその起点になると考えている。一

般的な安全マップは、小学校が実施主体と

なり、防犯環境設計の考え方を学んだ子ど

もたちが、実際に地域を歩いて課題を発見

し、模造紙上の地図にまとめるという取り

組みである。しかし、「まちづくり」を考え

る時、安全マップづくりには子どもだけで

なく、地域の大人も参加することが望まし

い。 

松山市の郊外に位置する久米地区(=4 小

学校区=1 中学校区)は、2005 年度以降、安

全マップづくりに取り組み、公園の見通し

改善や街灯の増設などの改善を行ってきた

地区である 5。久米地区の取り組みの特徴は

下記の 3点にあると考えている。 

1)地域が実施主体であること 

多くの場合、安全マップは学校の授

業として行われるが、久米地区では、公

民館が実施主体である。そのため、参加

者は児童(生徒)と教員だけでなく、地

域住民、NPO など幅広い。 

また、完成したマップは配布用にコ

ンパクトにまとめられ、学校や地域の

関係者に幅広く配布され、情報共有が

図られている。多様な主体が協働し地

域課題に対する共通認識を持つことで、

それぞれの役割に応じた多様な対策が

可能になっている。 

2)取り組みが継続的であること 

安全マップが全国的に普及したとは

言え、一度作ったら終わりの単発的な

取り組みとして認識されていることが

少なくない。久米地区では毎年安全マ

ップづくりを行い、地域環境の変化に

対応した更新を行っている。小学校時

代に体験した中学生が、小学生をまと

めるリーダー役になるという循環も生

まれている。 

2008 年度の安全マップでは、久米小
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学校前の通過交通、福音公園の不安の 2

点が重点課題に挙げられた。これを受

け、2009 年度は専門家の協力のもと、

通過交通の実態調査、公園に対する意

識調査と改善に向けたワークショップ

が行われた。 

 

 

 

 

 

 

 

3)視点が総合的であること安全マップは

防犯の視点のみから作られるため、提

案される改善策も防犯を単目的とす

るものになりがちである。これでは例

えば、公園の見通しのために豊かな緑

が失われるなど、防犯のために他の価

値を損ないかねない。久米地区では、

犯罪に限らず交通事故、転落・転倒と

いった子どもの安全全般に視点を広

げ、さらには、ネガティブチェック(悪

所探し)だけでなく地域の好きな所や

残したい所を積極的に探している。こ

れは、子どもが地域への関心や愛着を

持つことにもつながる。 

安全マップづくりのアプローチは火

災対策にも応用可能だと思われる。先

述の「あなたの地域の放火火災に対す

る危険度のチェックシート」で必要な

知識と視点を身につけ、できるだけ多

様な参加者で地域を点検していただき

たい。 

 

 

5.おわりに 

 

2009 年 5 月、消防庁は「災害対応能力の

維持向上のための地域コミュニティのあり

方に関する検討会」報告書を公表した。小中

学校区をベースとした活動、地域住民によ

る問題点の共有及び解決(地域におけるガ

バナンス)という考え方は、防犯まちづくり

分野と軌を一にする。 

上述の CERT プログラム担当の消防官が

「日本のようなコミュニティがあれば」と

つぶやいたのが心に残っている。彼は数十
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年前に日本で柔道を学んだ経験があったそ

うだが、いま私たちは当時のコミュニティ

を維持できているだろうか。 

環境に着目した地域の現状分析から、地

域住民による課題解決に至る防犯まちづく

りのアプローチが、消防さらには、福祉、教

育など様々な分野に広がることと、地域コ

ミュニティの再生が並行して進展すること

を期待したい。 
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